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研究室内の自由な雰囲気

＊MOVPEに関しては研究室全員、素人。学生は、
全く対等の立場で教員と議論できた。

＊学生が、ほとんどすべて自主的に実験を進めるこ
とができた。

ランダム核形成

選択成長

低品位会合

大きな格子不整合を如何に克服するか?

ない。

ガスの流れやサセプタ
形状など、1500回以上
変えて実験しても、品
質の良い結晶は得られ
ない。
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古い発振器がうまく
動作しない。

温度

時間

低温でのAlN堆積
~600℃

1,000℃
GaN成長

低温バッファ層

研究室での澤木
講師（当時）の話
を思い出す。

研究室での毎晩の議論が突破口に！

通常

サファイア

GaN

サファイア

GaN

1985 低温バッファ層

H. Amano et al., APL, 48(1986)353.

低温バッファ層
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評価法の習得に1年間

H. Amano et al., App. Phys. Lett., 48 (1986) 353.

博士号を取得するための最初の論文

初めての成功 1985年2月 その後、

１．結晶性の評価方法が分からない
→大阪府大の伊藤進夫先生に、手作りのX線回折装置でロッキン
グカーブ測定の手ほどきを受ける。→松下技研(株)の豊田氏の
ところで、対称反射と非対称反射の測定を勉強。

２．PL装置が無い
→Xeランプ、ガラスフィルター、1mのSpex分光器、デュワーで測定
３．Hall効果測定装置が無い
→蒸着装置で電極付け、学生実験の磁場を使って測定

他の材料系の低温バッファ層

GaAs/低温GaAs/Si 

GaN/単結晶AlN/Sap. by MBE  
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もうひとつの壁 p型

芽生えた自信⇒綺麗な結晶が出来るのは、世界でも
自分だけ。自分で無ければ、p型はできない！

(勿論、単なる勘違い)

研究には思いこみや勘違いも必要かも?

1980年代後半、p型GaNの実現に向けて

1985～1988年 GaN:Zn

PL measurement  

MOVPE

1987年秋の応物＠名大
で、勇んで発表に臨んだと
ころ、部屋に入ってびっく
り！

週3回、1年以上通い続ける

片道1時間

当時は、ほとんど注目されなかった。2本目の論文
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低加速電子線照射(LEEBI)効果

H. Amano et al., J. Lumin. 41&42 (1988) 121.

GaN:Zn

Highly resistive

NTT武蔵野通研での夏のインターンシップ, 1988

The anomalous kinetics of cathode luminescence in GaN:Zn
G. V. Saparin et al., Moskovskii Universitet, Vestnik, Seriia 3 - Fizika, 
Astronomiia (ISSN 0579-9392), vol. 24, May-June 1983, p. 56-59. In 

Russian

これで博士論文が書けると思ったら、自分が最初では無かったことを
知り、がっくり。博士後期課程は単位取得満期退学。

1983

Zn
Mg

(Zn× Mg○)

成長したままでは高抵抗

最適なアクセプタ不純物元素の選択

J. Philips, “Bonds and Bands in Semiconductors”
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Mg添加LEEBI処理による世界初のp型GaNの実現

50µm

H. Amano et al., Jpn. J. Appl. 
Phys. 28 (1989) L2112.

(a) w LEEBI 
(b) wo LEEBI 

M. Kito

LEEBI 7時間

MOVPE

片道1時間

この時も
LEEEBI装置
(WDX装置)を
豊田合成に借用

これで漸く安心。博士論文もまとめることが出来た！
→単なる発熱の問題では面白くないと思い…

Mgアクセプタの水素による不活性化
Van Vechten et al., Jpn. J. Appl. Phys. 31(1992)3662.

機構

J. Appl. Phys., 90 (2001) 108.
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＊大きな課題の解決は、長い取り組みが必要。→一律的なタイムス
ケール設定は危険。

＊基礎研究では、自由な雰囲気、若手による自由な活動が大きな成
果を生む。→若手を走らせる課題設定を！研究管理は若手の自主
性を摘む。

＊基礎研究の成果が出たら、民、官への積極的働きかけ、特に目利き
人材の確保が必須。→成果を実用化に近づけるには、研究者本人
が研究費を集める！

＊特許申請は必須、状況を理解している専門家の指導を仰ぐべき。競
合相手の参入に関しては、GaNは幸運であった。(豊田合成と日亜
化学のほかは見向きもしなかった。)→現在は情報化社会。研究者
のモチベーションと対外発表をどのように考えるか?

青色LEDで私の得た教訓


